


子を失う哀しみ
受け継がれる祈り

変わる祈りのかたち

それは祈りの時代だった・・・
縄文時代。自然を巧みに利用しながら生活する時代が１万年以上続きました。

自然と共存しながらもその自然にもてあそばれ、困難に直面したとき、彼らには「祈る」こと

しかできませんでした。

マツリのシンボル

謎の道具

　石棒は陽物を模した縄文時代の石器です。特に縄文時代中期末～後期前

半の石棒は、非常に大型で迫力があります。東日本で多く見つかっています。

関西では珍しく、京田辺市薪遺跡で見つかった石棒もその貴重な例の一つ

です。本来は数人がかりでないと動かせないものなので、豊穣を願うムラ

でのマツリに使われたのでしょう。東日本の石棒では、火で熱した痕跡、

意図的に壊したと考えられる痕跡、擦ったような痕跡などが観察されてい

ます。ムラの人々が集まり、石棒を使ったマツリの内容と、そこに生きる人々

の姿が解明されつつあります。

　縄文時代、土器に遺体を納める棺に使用したものが見つかっています。多

くの場合、人骨は遺っていませんが、遺っている例もあります。近年の研究

では、乳離れする前の子どもを土器に納めて埋葬したとする考えが有力とな

りつつあります。縄文時代の平均寿命は 30歳と考えられています。縄文時

代には、母と乳飲み子の関わりは長かたっと考えられます。なぜなら一般的

に栄養状態が良いと乳離れが早く、悪いと遅くなるからです。それだけに子

を亡くした哀しみは、現在と同じくらい深かったと考えられます。

　公家などが着用した冠にその形が似ていることから名付け

られた石冠です。石冠の用途は今のところ不明です。実用的

なものとする説では斧や武器、食物の加工に使うとする考え

がある一方、儀式などで使ったとする説もあり、専門家の間

でも意見が一致していません。

　石冠は縄文時代晩期の中部地方を中心に東日本で多く見つ

かるもので、関西で見つかるのは珍しいことです。

　府内のとある神社に祀られている石製の円柱は、全長 95.3cm、重さ 57.5kg で、石柱の一端は笠のよう

な形をしています。安産の神様として長らく信仰を集めてきましたが、これが縄文時代中期～後期の石棒

だと判明したのは、21 世紀を迎えようとしていた頃のことです。おそらく土の中から奇妙な形の石を発見

した後世の人々が、「これは有難い物に違いない」と思い大事にしたのでしょう。

　豊穣や子宝を願って石や木の陽物を奉る祭は、中世以降に始まったとされ、今でも日本各地に現存して

います。人間の素朴で切なる願いは、時間を越えて通じ合っています。

　独特の造形で多くの人を惹きつける土偶は、もともとは安産を祈願す

る女性の人形です。多くの土偶は胸などの女性的特徴のほか、妊婦のお

腹に見られる正中線を表現しています。さらには出産シーンを表したと

考えられる土偶さえ存在しています。これまでの研究によれば、意図的

に土偶を壊す儀式が行われたと解釈されています。人が災いに遭わない

ように、人形に身代わりになってもらうという考えは、現在の儀式や祭

りでもよく見かけられます。

　縄文時代中期には大型だった石棒も、数百

年を経た縄文時代後期後半～晩期には非常に

小型化して片手で持てる大きさになります。

石棒の石材には、和歌山や徳島方面で採れる

結晶片岩と呼ばれる石が使われており、材料

に対する強いこだわりがうかがえます。

　小型化した石棒は手にもって使用されたと

考えられています。儀式ではこれらを“チャ

ンバラごっこ”のように使ったという魅力的

な説もあります。道具の変化から祈りのかた

ちが変化したことがうかがえます。

縄文のスーパースター
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残存する長さは30.5cｍで、重さは14.6㎏です。

本来は１ｍほどの長さがあったようです。

（京田辺市薪遺跡、縄文時代後期）
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棺として使われた土器

（大山崎町下植野南遺跡、縄文時代晩期）
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東日本とのつながりを示す石

器です。
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小型化した石棒

（左１点：福知山市岡ノ遺跡、右２点：八幡市木津川河床遺跡、縄文時代後期）

小型化した石棒

（左１点：福知山市岡ノ遺跡、右２点：八幡市木津川河床遺跡、縄文時代後期）
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